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A
bstract

T
he purpose of this article is to research Li Q

i's literature, especially to 
understand the features of his poem

s representing H
igh T

ang Literati. T
his 

article is divided into 4 parts. 
Part Ⅱ

 endeavors to research the verse representing Literati (including 
the poets them

selves) in the H
igh T

ang w
ithout D

u Fu and Li Q
i.

W
hen it com

es to the H
igh T

ang, the verse defines characteristics to 
represent Literati as a specific and concrete figure. Each poet describes 
others in their ow

n peculiar w
ay, that is, the poem

s representing Literati 
com

e to reflect each poet's ow
n personality and lifestyle.

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
李
頎
、
盛
唐
詩
、
士
人
描
写

本
論
は
、
前
稿（

1
（

に
続
く
、
李
頎
の
士
人
描
写
に
か
か
る
作
品
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
節

の
番
号
は
前
稿
の
続
き
と
し
、
注
番
号
は
新
た
に
振
り
直
す
。

（
三
）

本
節
で
は
、
盛
唐
の
士
人
描
写
の
作
品
を
概
観
す
る
。

盛
唐
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
李
隆
基
・
玄
宗
皇
帝
の
作
品
で
あ
ろ
う
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

聞
有
幽
棲
者　
　

聞
く　

幽
棲
の
者
有
り
て

居
然
厭
俗
塵　
　

居
然
と
し
て
俗
塵
を
厭
う
と

林
泉
先
得
性　
　

林
泉
に
先
ず
性
を
得

芝
桂
欲
調
神　
　

芝
桂
に
神
を
調と

と
のえ

ん
と
欲
す

地
道
踰
稽
嶺　
　

地
道　

稽
嶺
を
踰こ

え

天
台
接
海
濱　
　

天
台　

海
浜
に
接
す

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
王
屋
山
送
道
士
司
馬
承
禎
還
天
台
」（
『
全
唐
詩
』
巻
三（

2
（

）

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

集
賢
招
袞
職　
　

集
賢　

袞
職
を
招
き 

論
道
命
台
臣　
　

論
道　

台
臣
に
命
ず 

禮
樂
沿
今
古　
　

礼
楽　

今
古
に
沿
い 

文
章
革
舊
新　
　

文
章　

旧
新
を
革あ
ら

た
む 

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
集
賢
書
院
成
送
張
説
上
集
賢
學
士
賜
宴
得
珍
字
」（
同
右
）

前
者
は
、
盛
唐
の
隠
者
と
し
て
著
名
な
司
馬
承
禎
、
後
者
は
宰
相
ま
で
に
な
っ
た
詩
人
張
説

を
送
別
し
た
作
品
で
あ
る
。
玄
宗
皇
帝
自
ら
が
張
っ
た
送
別
の
宴
で
の
作
品
で
あ
り
、
多
く

の
朝
臣
が
参
加
し
、
皇
帝
の
詩
に
唱
和
し
た
で
あ
ろ
う
。
二
首
と
も
、
相
手
の
経
歴
や
生
態

を
称
賛
す
る
描
写
が
存
在
す
る
。
初
唐
に
お
い
て
も
、
前
稿
で
紹
介
し
た
宋
之
問
の
作
品
の

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
描
写
自
体
が
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
皇
帝
自
ら
作
詩
し
、

そ
の
詩
に
多
く
の
朝
臣
が
唱
和
す
る
時
、
唱
和
詩
に
は
玄
宗
の
作
詩
を
模
倣
す
る
こ
と
が
少

な
く
と
も
暗
黙
に
約
束
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
玄
宗
の
詩
に
人
物
描
写
の
部

分
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
も
模
倣
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
玄
宗
詩
は
、
詩

歌
の
ト
レ
ン
ド
を
形
成
す
る
と
い
う
点
で
役
割
を
果
た
し
た
、
こ
こ
で
は
詩
歌
に
お
い
て
士

人
の
経
歴
や
生
態
を
描
写
す
る
こ
と
が
、
広
が
っ
て
ゆ
く
契
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
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李頎の士人描写詩について（二）

で
あ
る
。

　

次
に
、
宰
相
に
も
な
り
玄
宗
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
台
閣
詩
人
の
張
説
に
は
次
の
作

品
が
あ
る（

3
（

。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

一
朝
驅
駟
馬　
　

一
朝　

駟
馬
を
駆
り  

連
轡
入
龍
樓　
　

轡た
ず
なを

連
ね
て
龍
楼
に
入
る  

昔
遯
高
皇
去　
　

昔
は
高
皇
を
遯の
が

れ
て
去
り  

今
從
太
子
遊　
　

今
は
太
子
に
従
い
て
遊
ぶ  

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
贈
崔
公
」（
巻
八
六
）

亞
相
本
時
英　
　

亜
相
は
本
と
時
英
た
り

歸
來
復
國
楨　
　

帰
り
来
た
り
て
復
た
国
楨
な
り

朝
推
長
孺
直　
　

朝
は
長
孺
の
直
を
推
し

野
慕
隱
之
清　
　

野
は
隠
之
の
清
を
慕
う

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
岳
州
贈
廣
平
公
宋
大
夫
」（
巻
八
七
）

初
唐
ま
で
の
作
品
と
異
な
る
点
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
措
辞
に
お
い
て
、
典
故
を
あ
ま
り
用

い
ず
、
比
較
的
平
易
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
玄
宗
の
作
品
に
も
共

通
し
て
い
る
。

　

ま
た
張
説
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
多
数
の
挽
歌
を
作
り
、
そ
こ
で
個
人
の
経
歴
を
讃
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。『
全
唐
詩
』
巻
八
七
に
多
く
の
作
品
を
載
せ
る
。
張
説
は
朝
廷
に
お
い

て
挽
歌
の
制
作
を
担
当
し
て
い
た
経
歴
が
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

海
岱
英
靈
氣　
　

海
岱　

英
霊
の
気

膠
庠
禮
樂
資　
　

膠
庠　

礼
楽
の
資

風
流
滿
天
下　
　

風
流　

天
下
に
満
ち

人
物
擅
京
師　
　

人
物　

京
師
に
擅

ほ
し
い
ま
まに

す

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
崔
司
業
挽
歌
二
首
」
其
一

錦
帳
爲
郎
日　
　

錦
帳　

郎
と
為
る
の
日

金
門
待
詔
時　
　

金
門　

詔
を
待
つ
の
時

楊
宮
先
上
賦　
　

楊
宮　

先
ず
賦
を
上

た
て
ま
つり

柏
殿
幾
連
詩　
　

柏
殿　

幾
た
び
か
詩
を
連
ら
ぬ

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
李
工
部
挽
歌
三
首
」
其
一

先
の
二
首
と
同
様
に
、
平
易
な
表
現
で
個
人
の
事
跡
を
点
描
し
て
い
る
。

　

文
化
の
中
心
が
首
都
に
あ
っ
た
帝
国
に
お
い
て
、
以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
な
、
皇
帝
で
あ

る
玄
宗
、
宰
相
と
な
っ
た
張
説
の
詩
作
の
あ
り
方
が
、
詩
人
達
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
影
響
の
も
と
で
、
以
下
に
概
観
す
る
よ
う
に
、
盛
唐

の
詩
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
生
活
や
経
歴
な
ど
を
背
景
に
、
独
自
の
人
物
、
士
人
描
写

の
世
界
を
造
り
出
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
中
央
政
府
に
い
た
盛
唐
詩
人
の
代
表
と
し
て
王
維
の
作
品
を
掲
げ
よ
う
。
玄
宗
詩
の

影
響
で
あ
ろ
う
、
送
別
詩
に
お
い
て
、
相
手
の
状
況
や
経
歴
を
詠
み
込
む
こ
と
が
常
套
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

端
笏
明
光
宮　
　

笏
を
端た

だ

す　

明
光
の
宮

歷
稔
朝
雲
陛　
　

稔と
し

を
歴ふ　

朝
雲
の
陛

詔
刊
延
閣
書　
　

詔
も
て
刊
す　

延
閣
の
書

高
議
平
津
邸　
　

高
議
す　

平
津
の
邸

適
意
輕
微
祿　
　

意
適
え
ば
微
禄
を
軽
ん
じ

虛
心
削
繁
禮　
　

心
を
虚
し
く
し
て
繁
礼
を
削
る

盛
得
江
左
風　
　

盛
ん
に
江
左
の
風
を
得

彌
工
建
安
體　
　

弥
い
よ
建
安
の
体
に
工
な
り

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
別
綦
毋
潛
」（
巻
一
二
五
）

明
時
久
不
達　
　

明
時　

久
し
く
達
せ
ず

棄
置
與
君
同　
　

棄
置
さ
る
る
こ
と
君
と
同
じ
き

天
命
無
怨
色　
　

天
命　

怨
色
無
く

人
生
有
素
風　
　

人
生　

素
風
有
り

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
送
綦
毋
校
書
棄
官
還
江
東
」（
同
右
）

天
宝
五
載
（
七
四
六
）
頃
、
綦
毋
潜
が
秘
書
省
校
書
郎
を
辞
し
て
江
東
に
帰
る
時
の
作
品
で

あ
り
、
王
維
は
こ
の
時
、
中
央
政
府
の
庫
部
員
外
郎
と
な
っ
て
い
た（

4
（

。
前
者
で
は
、
綦
毋
潜

の
秘
書
省
で
の
官
僚
生
活
、
処
世
、
文
学
的
才
能
を
称
賛
し
て
い
る
。
後
者
は
、
綦
毋
潜
の
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辞
職
、
天
を
怨
ま
な
い
高
潔
な
風
格
を
描
く
。
綦
毋
潜
が
中
央
官
僚
を
辞
す
理
由
は
定
か

で
は
な
い
が
、
後
者
の
二
句
目
（「
し
か
し
あ
な
た
は
こ
れ
も
天
命
と
お
上
を
怨
む
景
色
も

な
く（

５
（」）
か
ら
考
え
る
に
、
何
ら
か
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
か
、
次
の
官
職
が
当
た
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
友
人
の
中
央
政
府
の
官
僚
辞
任
と
い
う

経
歴
を
描
写
す
る
行
為
が
詩
歌
の
世
界
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
玄
宗

の
送
別
詩
は
、
相
手
を
讃
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
王
維
の
場
合
、
中
下
流
の
士
人
階
層
か

ら
官
僚
と
な
っ
た
ゆ
え
に
、
同
じ
境
遇
の
士
人
達
の
政
治
的
辛
苦
を
よ
く
理
解
で
き
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
送
別
詩
に
お
い
て
個
人
的
、
具
体
的
に
相
手
の
キ
ャ
リ
ア
を
讃
え
不
遇
に

同
情
す
る
措
辞
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
綦
毋
潜
に
は
、
自
己
の
不
遇
の
経
歴
を
語
っ
た
「
早
發
上
東
門
」（
巻
一
三
五
）
が

あ
る
。十

五
能
行
西
入
秦　
　

十
五
に
し
て
能
く
行
き
て
西
の
か
た
秦
に
入
り 

三
十
無
家
作
路
人　
　

三
十
に
し
て
家
無
く
し
て
路
ゆ
く
人
と
作な

る 

時
命
不
將
明
主
合　
　

時
命　

明
主
と
合
わ
ず 

布
衣
空
染
洛
陽
塵　
　

布
衣　

空
し
く
洛
陽
の
塵
に
染
ま
る 

「
三
十
」
歳
と
い
う
年
齢
は
、『
禮
記
』
曲
禮
上
「
人
生
…
…
三
十
曰
壯
、
有
室
。」
鄭
玄
注

「
有
室
、
有
妻
也
。」
と
礼
の
規
範
に
定
め
る
よ
う
に
男
子
が
妻
を
娶
り
家
庭
を
作
る
年
齢

で
あ
っ
た
。
ま
た
『
論
語
』
爲
政
「
子
曰
、
…
…
三
十
而
立
。」
と
い
う
と
お
り
道
徳
・
学

問
な
ど
に
お
い
て
見
識
が
確
固
と
な
る
年
齢
で
も
あ
り
、
出
世
が
早
け
れ
ば
物
語
の
理
想
で

は
「
陌
上
桑
」
「
三
十
侍
中
郎
、
四
十
専
城
居
。」（『
漢
詩
』
巻
九（

6
（

）
の
よ
う
に
中
央
の
エ

リ
ー
ト
官
僚
と
な
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
し
か
し
綦
毋
潜
は
、「
十
五
」
で
早
く
も
都
・
長
安

に
華
々
し
く
登
場
し
た
が
、「
三
十
」
歳
に
な
っ
て
も
「
無
家
」
と
あ
る
よ
う
に
結
婚
を
せ

ず
、「
路
人
」
行
く
宛
て
定
ま
ら
ぬ
人
生
を
お
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
不
將
明
主
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
科
挙
に
合
格
で
き
ず
官
職
に
就
け
な
い
た
め
、
家
庭

を
作
る
余
裕
が
お
そ
ら
く
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
士
人
に
あ
っ
て
も
、
職
を
得
る
こ
と

と
家
庭
を
持
つ
こ
と
が
人
生
に
お
け
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

ほ
か
に
も
王
維
が
送
別
詩
に
お
い
て
相
手
の
経
歴
、
境
遇
に
言
及
す
る
例
は
多
く
見
ら
れ

る
。

讀
書
復
騎
射　
　

読
書
し
復
た
騎
射
し

帶
劍
遊
淮
陰　
　

剣
を
帯
び
て
淮
陰
に
遊
ぶ

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
送
從
弟
蕃
遊
淮
南
」（
巻
一
二
五
）

少
年
客
淮
泗　
　

少
年　

淮
泗
に
客
た
り
て

落
魄
居
下
邳　
　

落
魄　

下
邳
に
居
る

遨
遊
向
燕
趙　
　

遨
遊　

燕
趙
に
向
か
い

結
客
過
臨
淄　
　

結
客　

臨
淄
に
過よ

ぎ
る

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
送
高
適
弟
耽
歸
臨
淮
作
」（
同
右
）

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

使
君
年
紀
三
十
餘　
　

使
君　

年
紀　

三
十
余 

少
年
白
皙
專
城
居　
　

少
年　

白
皙　

城
を
専
ら
に
し
て
居
る 

欲
持
畫
省
郎
官
筆　
　

画
省
郎
官
の
筆
を
持
ち 

回
與
臨
邛
父
老
書　
　

回
り
て
臨
邛
父
老
に
書
を
与
え
ん
と
欲
す 

「
送
崔
五
太
守
」（
同
右
）

三
例
目
の
「
畫
省
」
は
尚
書
省
。
四
句
目
の
「
臨
邛
」
は
蜀
の
邛
州
の
治
所
、
卓
文
君
の
郷

里
。
故
事
は
蜀
出
身
の
司
馬
相
如
が
武
帝
の
命
に
よ
っ
て
蜀
に
使
い
し
て
西
南
夷
を
平
定
し

た
時
、
蜀
の
父
老
の
反
対
に
あ
い
、
文
書
作
っ
た
こ
と
（『
史
記
』
巻
一
一
七
・
司
馬
相
如

列
傳
）。
お
そ
ら
く
尚
書
省
の
官
僚
で
あ
っ
た
蜀
出
身
の
崔
が
邛
州
の
太
守
と
し
て
赴
く
の

を
送
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
送
別
詩
に
お
け
る
相
手
に
か
か
る
言
及
は
、
盛
唐
の
多
く
の
詩
人
の
作
に
お

い
て
も
、
相
手
に
対
す
る
関
心
の
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
玄
宗
の

作
詩
、
そ
し
て
中
央
官
僚
と
し
て
多
く
の
中
下
流
の
士
人
達
と
交
遊
を
持
っ
た
王
維
の
詩
作

が
、
当
時
の
詩
人
の
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

王
維
は
中
下
流
の
士
人
の
出
身
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
不
遇
の
生
涯
を
送
っ
た
士

人
へ
の
弔
詞
に
優
れ
た
作
品
が
見
ら
れ
る
。「
哭
殷
遙
」（
巻
一
二
五
）
を
掲
げ
る
。

人
生
能
幾
何　
　

人
生　

能
く
幾
何
ぞ

畢
竟
歸
無
形　
　

畢
竟　

無
形
に
帰
る

念
君
等
爲
死　
　

君
を
念
え
ば
為
に
死
す
る
に
等
し
く

萬
事
傷
人
情　
　

万
事　

人
の
情
を
傷
ま
し
む

慈
母
未
及
葬　
　

慈
母　

未
だ
葬
む
る
に
及
ば
ず

一
女
纔
十
齡　
　

一
女　

纔わ
ず

か
に
十
齢

泱

寒
郊
外　
　

泱お
う
も
う

と
し
て　

郊
外
寒
く
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李頎の士人描写詩について（二）

蕭
條
聞
哭
聲　
　

蕭
條
と
し
て　

哭
声
を
聞
く

浮
雲
爲
蒼
茫　
　

浮
雲
も
為
に
蒼
茫
た
り

飛
鳥
不
能
鳴　
　

飛
鳥
も
鳴
く
こ
と
能
わ
ず

行
人
何
寂
寞　
　

行
く
人
も
何
ぞ
寂
寞
た
る

白
日
自
淒
清　
　

白
日
も
自
ず
か
ら
淒
清
た
り

憶
昔
君
在
時　
　

憶
う　

昔　

君
の
在
り
し
時

問
我
學
無
生　
　

我
に
問た

ず

ず
ね
て
無
生
を
学
ぶ

勸
君
苦
不
早　
　

君
に
勧
む
る
に
苦は

な
はだ
早
か
ら
ず

令
君
無
所
成　
　

君
を
し
て
成
す
所
無
か
ら
し
む

故
人
各
有
贈　
　

故
人　

各
お
の
贈
る
有
る
も

又
不
及
生
平　
　

又
た
生
平
に
及
ば
ず

負
爾
非
一
途　
　

爾
に
負そ

む

く
こ
と
一
途
に
非
ず

慟
哭
返
柴
荊　
　

慟
哭
し
て
柴
荊
に
返
る

殷
遙
に
つ
い
て
は
『
唐
才
子
傳
』（
巻
三
）
に
「
丹
陽
人
。
天
寶
間
、
常
仕
爲
忠
王
府
倉
曹

參
軍
。
與
王
維
結
交
、
同
慕
禪
寂
、
志
趣
高
疎
、
多
雲
岫
之
想
。
而
苦
家
貧
、
死
不
能
葬
。

一
女
纔
十
歳
、
日
哀
號
於
親
。
愛
憐
之
者

贈
、
埋
骨
石
樓
山
中
。
工
詩
、
詞
彩
不
羣
、
而

多
警
句
。
杜
甫
嘗
稱
許
之
。
有
詩
傳
於
今
。」
と
あ
り
、
小
さ
な
役
職
に
つ
い
た
経
歴
は
あ

る
が
貧
賤
に
苦
し
み
不
遇
の
生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
学
的
に
は
、
杜
甫
に
も
認
め

ら
れ
た
才
子
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
維
は
こ
の
詩
で
、
殷
遙
が
母
を
埋
葬
で
き
ず
、
後

に
残
し
た
娘
が
わ
ず
か
十
歳
で
あ
る
こ
と
、
王
維
の
弟
子
と
し
て
仏
教
を
学
ぼ
う
と
し
た
こ

と
な
ど
を
述
懐
し
て
い
る
。
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
面
で
殷
遙
を
十
分
に
支
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
哀
し
み
も
底
に
流
れ
て
い
る
と
読
め
る
。
こ
の
よ
う
に
才
能
を
持
ち
な
が

ら
も
貧
窮
の
中
に
若
く
し
て
家
族
を
残
し
て
逝
去
す
る
士
人
は
比
較
的
多
く
い
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
士
人
の
生
態
を
詩
歌
が
忌
避
せ
ず
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お

王
維
に
は
、「
送
殷
四
葬
（
一
作
哭
殷
遙
）
」「
送
君
返
葬
石
樓
山
、
松
柏
蒼
蒼
賓
馭
還
。
埋

骨
白
雲
長
已
矣
、
空
餘
流
水
向
人
間
。
」（
巻
一
二
八
）
も
あ
り
、
彼
の
死
を
よ
ほ
ど
惜
し

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
儲
光
羲
に
も
「
同
王
十
三
維
哭
殷
遙
」（
巻
一
三
八
）
が
あ
る
。

生
理
無
不
盡
、
念
君
在
中
年
。
遊
道
雖
未
深
、
舉
世
莫
能
賢
。

筮
仕
苦
貧
賤　
　

仕
を
筮
す
る
も
貧
賤
な
る
に
苦
し
み　
　

 

爲
客
少
田
園　
　

客
と
為
り
て
田
園
少
な
し　
　

 

膏
腴
不
可
求　
　

膏
腴
は
求
む
可
か
ら
ず　
　

 

乃
在
許
西
偏　
　

乃
ち
許こ

の
西
偏
に
在
り

四
鄰
盡
桑
柘　
　

四
鄰
は
尽
く
桑
柘 

咫
尺
開
牆
垣　
　

咫
尺
は
牆
垣
を
開
く 

内
艱
未
及
虞　
　

内
艱　

未
だ
虞お
そ

る
る
に
及
ば
ざ
る
に　
　

 

形
影
隨
化
遷　
　

形
影　

化
遷
に
随
う 

茅
茨
俯
苫
蓋　
　

茅
茨
は
苫
蓋
に
俯
し

雙
殯
兩
楹
間　
　

双
殯
は
両
楹
の
間
に
あ
り

時
聞
孤
女
號　
　

時
に
聞
く　

孤
女
の
号さ

け

び
の

迥
出
陌
與
阡　
　

迥は
る

か
に
陌
と
阡
と
に
出
づ
る
を　
　

 

慈
鳥
亂
飛
鳴
、
猛
獸
亦
以

。
故
人
王
夫
子
、
靜
念
無
生
篇
。
哀
樂
久
已
絶
、
聞
之
將

泫
然
。
太
陽
蔽
空
虛
、
雨
雪
浮
蒼
山
。
迢
遞
親
靈
櫬
、
願
予
悲
絶
絃
。
處
順
與
安
時
、

及
此
乃
空
言
。

『
唐
才
子
傳
』
に
「
忠
王
府
倉
曹
參
軍
」
と
経
歴
を
記
す
よ
う
に
、「
爲
客
」
郷
里
を
離
れ

て
、「
筮
仕
」
初
め
て
仕
官
し
た
も
の
の
、
小
さ
な
官
職
ゆ
え
に
満
足
な
禄
を
食
む
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
所
有
の
農
地
も
痩
せ
た
西
の
片
隅
の
土
地
で
あ
り
、
ま
た

「
桑
柘
」
に
囲
ま
れ
た
「
開
牆
垣
」
お
そ
ら
く
村
落
の
垣
根
の
あ
た
り
に
暮
ら
し
て
い
た

こ
と
が
描
か
れ
、「
茅
茨
」
以
下
四
句
で
、
殷
遙
と
の
母
の
棺
が
並
び
、
娘
の
哭
き
声
が
村

じ
ゅ
う
に
響
き
渡
る
悲
哀
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
本
論
（
一
）
で
紹
介
し
た
沈
佺
期
の
「
被

彈
」
は
自
己
の
獄
中
で
の
悲
惨
な
生
活
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
王
維
、
儲
光
羲
の

弔
詞
に
な
っ
て
、
他
者
の
一
士
人
の
辛
苦
の
生
態
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た

そ
の
描
写
が
個
別
・
具
体
的
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ほ
か
に
王
維
の
作
品
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
山
水
田
園
詩
人
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
、
田

家
の
士
人
を
描
写
し
た
作
品
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
濟
州
過
趙
叟
家
宴
」（
巻
一
二
七
）
を

掲
げ
る
。

雖
與
人
境
接　
　

人
境
と
接
す
と
雖
も

閉
門
成
隱
居　
　

門
を
閉
ざ
し
て
隠
居
を
成
す

道
言
莊
叟
事　
　

道
言
は
荘
叟
の
事

儒
行
魯
人
餘　
　

儒
行
は
魯
人
の
余

深
巷
斜
暉
靜　
　

深
巷　

斜
暉
静
か
に
し
て

閒
門
高
柳
疏　
　

間
門　

高
柳
疏ま

ば

ら
な
り
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荷
鋤
修
藥
圃　
　

鋤
を
荷
い
て
薬
圃
を
修
め

散
帙
曝
農
書　
　

帙
を
散
じ
て
農
書
を
曝
す

上
客
搖
芳
翰　
　

上
客
は
芳
翰
を
揺う

ご

か
し

中
廚
饋
野
蔬　
　

中
廚
は
野
蔬
を
饋お

く

る

夫
君
第
高
飮　
　

夫
君
は
第た

だ
高
飲
せ
よ

景
晏
出
林
閭　
　

景
晏
に
林
閭
を
出
で
ん

世
俗
を
離
れ
て
、
儒
家
・
道
家
を
修
め
、
薬
を
作
り
、
農
業
書
を
虫
干
し
す
る
田
家
の
士
人

の
生
活
の
一
コ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
・
王
績
に
通
ず
る
田
園
詩
で
あ
り
、
更
に
は

描
写
対
象
と
の
距
離
が
よ
り
一
層
親
密
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
描
写

対
象
と
の
親
近
性
は
、「
贈
李
頎
」（
巻
一
二
五
）
に
お
い
て
も
感
得
で
き
る
。

聞
君
餌
丹
砂　
　

聞
く　

君　

丹
砂
を
餌く

ら
い

甚
有
好
顏
色　
　

甚
だ　

好よ

き
顔
色
有
り
と

不
知
從
今
去　
　

知
ら
ず　

今
従よ

り
去
き
て

幾
時
生
羽
翼　
　

幾
時
に
か
羽
翼
生
え
ん

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

本
稿
が
論
じ
よ
う
と
し
て
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
い
詩
人
・
李
頎
の
仙
道
修
行
を
少
し
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
作
品
の
冒
頭
で
あ
る
。
士
人
が
「
餌
丹
砂
」
と
い
う
外
丹
の
姿
の
描

写
は
こ
れ
ま
で
に
は
見
か
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
総
じ
て
王
維
は
、
そ
の
出
身
階
層
を
同
じ
く
す
る
盛
唐
の
詩
人
達
の
生
態
に
対
し

て
、
親
近
性
の
強
い
描
写
・
表
現
を
行
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

他
者
の
描
写
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
王
維
に
対
し
て
、
孟
浩
然
は
、
官
職
に
ほ
と
ん
ど
就
か

な
か
っ
た
生
涯
も
あ
っ
て
か
、
自
述
の
作
品
が
比
較
的
に
注
目
さ
れ
る
。
自
然
を
描
写
す
る

場
合
に
、
王
維
が
客
観
的
な
離
れ
た
態
度
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
孟
浩
然
が
自
然
を
自
ら
に

引
き
つ
け
て
描
写
す
る
態
度
と
相
似
す
る
と
言
え
よ
う
か（

7
（

。「
田
園
作
」（
巻
一
五
九
）
を
掲

げ
る
。弊

廬
隔
塵
喧　
　

弊
廬
の
塵
喧
を
隔
つ
る
は   

惟
先
養
恬
素　
　

惟こ

れ
先
の
恬
素
を
尚
べ
ば
な
り

卜
鄰
近
三
徑　
　

隣
を
卜
し
て
三
逕
に
近
く   

植
果
盈
千
樹　
　

果
を
植
え
て
千
樹
に
盈
つ   

粤
余
任
推
遷　
　

粤あ

余あ　

推
遷
に
任
せ 

三
十
猶
未
遇　
　

三
十　

猶
お
未
だ
遇
わ
ず 

書
劍
時
將
晚　
　

書
剣　

時
は
将
に
晩
れ
ん
と
し

丘
園
日
已
暮　
　

丘
園　

日
は
已
に
暮
る 

晨
興
自
多
懷　
　

晨
に
興
き
て
自
ず
か
ら
懐
う
こ
と
多
く 

晝
坐
常
寡
悟　
　

昼
に
坐
し
て
常
に
悟
る
こ
と
寡
な
し 

沖
天
羨
鴻
鵠　
　

天
を
沖の
ぼ

る
鴻
鵠
を
羨
み 

爭
食
羞
雞
騖　
　

食
を
争
う
鶏
騖
に
羞
ず 

望
斷
金
馬
門　
　

望
み
は
断
た
る　

金
馬
の
門 

勞
歌
采
樵
路　
　

労
い
歌
う　

采
樵
の
路 

鄕
曲
無
知
己　
　

郷
曲　

知
己
無
く 

朝
端
乏
親
故　
　

朝
端　

親
故
乏
し 

誰
能
爲
揚
雄　
　

誰
か
能
く
揚
雄
の
為
に 

一
薦
甘
泉
賦　
　

一
た
び
甘
泉
の
賦
を
薦
め
ん 

「
弊
廬
」
は
「
澗
南
園
」
と
い
う
孟
浩
然
の
郷
里
襄
陽
に
お
け
る
住
ま
い
で
あ
る
。
陳
貽
焮

氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
襄
州
襄
陽
県
の
県
城
の
南
方
、
峴
山
附
近
の
江
村
に
あ
っ
た（

8
（

。
作
品

で
は
、
冒
頭
に
、
襄
陽
県
城
か
ら
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
に
田
園
を
営
み
、
都
市
の
俗
塵
・

喧
噪
か
ら
隔
絶
し
て
生
活
し
て
い
る
の
は
、
先
祖
が
静
か
で
質
素
な
生
活
を
尊
ん
だ
こ
と
を

継
承
す
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
都
市
か
ら
距
離
を
置
く
処
世
態
度
は
、
孟
浩
然
自

身
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
て
い
る（

９
（。
以
下
、
作
品
で
は
、
作
品
で
は
よ
わ
い
三
十
に

し
て
、
有
力
な
つ
て
も
な
く
、
い
ま
だ
仕
官
の
途
が
見
い
だ
せ
な
い
焦
燥
が
歌
わ
れ
る
。
陶

淵
明
や
王
績
の
影
響
を
受
け
て
は
い
る
が
、「
植
果
盈
千
樹
」
「
勞
歌
采
樵
路
」
と
い
う
農

林
業
で
の
暮
ら
し
の
点
描
、「
三
十
猶
未
遇
」
「
鄕
曲
無
知
己
、
朝
端
乏
親
故
」
と
い
う
不

遇
の
原
因
の
描
写
な
ど
、
孟
浩
然
の
生
活
や
境
遇
に
即
し
た
内
容
で
あ
り
、
生
活
に
は
問
題

な
い
規
模
の
荘
園
を
持
ち
な
が
ら
、
官
途
に
就
け
な
い
当
時
の
士
人
の
生
態
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
三
十
」
は
前
掲
の
綦
毋
潜
詩
で
述
べ
た
、
男
子
の
道

徳
・
学
問
の
節
目
の
年
齢
。

　

右
の
詩
に
見
ら
れ
た
、
孟
浩
然
が
田
園
生
活
を
し
て
い
る
の
は
、
先
祖
の
処
世
を
守
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
自
己
規
定
は
、「
南
山
下
與
老
圃
期
種
瓜
」（
巻
一
六
〇
）
に
も
見
ら
れ
る
。

樵
牧
南
山
近　
　

樵
牧　

南
山
近
く

林
閭
北
郭
賖　
　

林
閭　

北
郭
賖と

お

し

先
人
留
素
業　
　

先
人　

素
業
を
留
め

老
圃
作
鄰
家　
　

老
圃　

隣
家
と
作な

る
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不
種
千
株
橘　
　

千
株
の
橘
を
種う
え

え
ず   

惟
資
五
色
瓜　
　

惟
だ　

五
色
の
瓜
を
資と

る   

邵
平
能
就
我　
　

邵
平　

能
く
我
に
就
き
て

開
徑
翦
蓬
麻　
　

径
を
開
き
て
蓬
麻
を
翦き

る
か

襄
陽
か
ら
見
て
南
の
山
で
あ
る
峴
山
の
近
く
、
そ
こ
か
ら
見
て
北
に
あ
る
町
・
襄
陽
か
ら
遠

く
離
れ
た
場
所
で
、
荘
園
を
営
む
自
己
の
姿
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
荘
園
が
先
祖
が

残
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
「
秦
中
苦
雨
思
歸
贈
袁
左
丞
賀
侍
郎
」（
巻
一
六
〇
）
を
掲
げ
る
。

苦
學
三
十
載　
　

苦
学
す
る
こ
と
三
十
載

閉
門
江
漢
陰　
　

門
を
閉
ざ
す　

江
漢
の
陰

用
賢
遭
聖
日　
　

賢
を
用
う
る
聖
日
に
遭
い

羈
旅
屬
秋
霖　
　

羈
旅　

秋
霖
に
属あ

う

豈
直
昏
墊
苦　
　

豈
に
直た

だ
昏
墊
の
苦
し
み
の
み
な
ら
ん
や

亦
爲
權
勢
沈　
　

亦
た
権
勢
の
為
に
沈
ず
め
ら
る

二
毛
催
白
髮　
　

二
毛　

白
髮
を
催
し

百
鎰
罄
黃
金　
　

百
鎰　

黄
金
罄つ

く

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

開
元
十
六
年
（
七
二
八
）
秋
、
長
安
に
お
け
る
科
挙
落
第
後
の
作
品
で
あ
る（

（（
（

。
詩
題
の
「
袁

左
丞
」
は
、
袁
仁
敬
。
彼
は
、
孟
浩
然
と
同
じ
く
襄
陽
の
人
で
あ
り
、
ま
た
科
挙
官
僚
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
張
九
齢
と
親
し
か
っ
た
。「
賀
侍
郎
」
は
、
工
部
侍
郎
の
賀

知
章
。
孟
浩
然
は
、
科
挙
試
験
の
合
格
の
た
め
に
、
様
々
な
人
脈
を
頼
り
に
推
薦
を
得
る
た

め
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
果
は
、
三
十
年
間
の
郷
里
に
お
け
る
学
問
を
無

駄
に
す
る
こ
と
に
終
わ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
「
爲
權
勢
沈
」
と
あ
る
よ
う
に
、
権
力
を
有

す
る
人
間
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
詩
人
に
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。
科
挙
の
落
第
を
自

述
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
原
因
を
権
力
者
の
い
わ
ば
悪
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う

に
分
析
す
る
こ
と
は
、
激
烈
で
も
あ
り
同
時
に
冷
静
で
も
あ
る
。
ま
た
受
験
の
た
め
の
資
金

が
尽
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
率
直
に
表
白
し
て
い
る
。
当
時
い
わ
ば
世
界
の
中
心
で
あ
っ
た

大
都
市
・
長
安
で
の
暮
ら
し
は
費
用
が
か
か
り
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
派

閥
関
係
、
長
安
で
の
暮
ら
し
に
く
さ
、
当
時
の
士
人
達
が
共
有
し
た
困
難
を
描
き
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
詩
の
新
し
さ
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
落
第
後
郷
里
の
襄
陽
へ
帰
る
時
の
「
歳
暮
歸
南
山
」（
同
右
）
に
は
、
次
の
よ
う
に

あ
る
。北

闕
休
上
書　
　

北
闕　

上
書
を
休や

め　
　
　
　

  

南
山
歸
敝
廬　
　

南
山　

弊
廬
に
帰
る　
　
　
　

  

不
才
明
主
棄　
　

不
才
に
し
て　

明
主
に
棄
て
ら
れ

多
病
故
人
疏　
　

多
病
に
し
て　

故
人
に
疏う

と

ん
ぜ
ら
る

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

先
に
掲
げ
た
綦
毋
潜
詩
と
同
様
、
自
ら
科
挙
の
不
合
格
を
表
白
し
て
い
る
。
本
論
（
一
）
に

紹
介
し
た
陳
子
昂
の
落
第
詩
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
陳
子
昂
、
そ
し

て
前
掲
の
綦
毋
潜
と
異
な
る
の
は
、
落
第
の
表
白
が
前
例
の
「
亦
爲
權
勢
沈
」
と
同
様
に
、

「
不
才
明
主
棄
」
と
激
烈
且
つ
冷
静
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
人
の
個
性
も
関
係
し

よ
う
が
、
詩
歌
が
自
ら
の
科
挙
の
失
敗
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
分
析
的
に
表
現
し
だ
し
た
の

で
あ
る
。
孟
浩
然
詩
に
お
い
て
、
士
人
の
自
己
省
察
の
表
現
が
一
段
と
精
確
に
な
っ
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
次
に
李
白
の
場
合
は
、
謫
仙
人
と
称
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
脱
俗
的
な
生
態
を
持
つ
隠

者
の
姿
の
描
写
に
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
元
丹
丘
歌
」（
巻
一
六
六
）
を
掲
げ
る
。

元
丹
丘　
　
　
　
　
　

元
丹
丘

愛
神
仙　
　
　
　
　
　

神
仙
を
愛
す

朝
飮
潁
川
之
清
流　
　

朝
に
は
潁
川
の
清
流
を
飲
み

暮
還
嵩
岑
之
紫
煙　
　

暮
に
は
嵩
岑
の
紫
煙
に
還
る

三
十
六
峰
長
周
旋　
　

三
十
六
峰　

長
と
こ
し
えに

周
旋
す

長
周
旋　
　
　
　
　
　

長
に
周
旋
し

躡
星
虹　
　
　
　
　
　

星
虹
を
躡ふ

む

身
騎
飛
龍
耳
生
風　
　

身
は
飛
龍
に
騎の

り
て　

耳
に
は
風
を
生
じ

橫
河
跨
海
與
天
通　
　

河
を
横
ぎ
り
海
に
跨
が
り
天
に
通
ず

我
知
爾
遊
心
無
窮　
　

我
知
る　

爾
の
遊
心
の
窮
ま
り
無
き
を

李
白
と
交
遊
を
持
っ
た
道
士
・
元
丹
丘
の
姿
を
「
歌
」
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
歌
」
と
し
て
虚
構
性
を
帯
び
て
描
か
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
全
て
が
現
実
の
生
態
で
は
い
。

む
し
ろ
極
端
な
誇
張
と
し
て
の
ユ
ー
モ
ア
さ
え
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

隠
者
の
姿
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
活
写
で
き
る
の
は
、
神
仙
に
強
く
あ
こ
が
れ
た
李
白
な
ら
で

は
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
士
人
の
生
態
の
描
写
に
あ
ら
た
な
形
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
て

よ
か
ろ
う
。
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で
は
李
白
が
描
く
隠
士
の
現
実
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
有
名
な
「
贈
孟
浩
然
」（
巻
一
六
八
）
を
掲
げ
る
。

吾
愛
孟
夫
子　
　

吾
は
愛
す　

孟
夫
子

風
流
天
下
聞　
　

風
流　

天
下
に
聞
こ
ゆ

紅
顏
棄
軒
冕　
　

紅
顔　

軒
冕
を
棄
て

白
首
臥
松
雲　
　

白
首　

松
雲
に
臥
す

醉
月
頻
中
聖　
　

月
に
酔
い
て
頻
り
に
聖
に
中
た
り

迷
花
不
事
君　
　

花
に
迷
い
て
君
に
事つ

か

え
ず

高
山
安
可
仰　
　

高
山　

安
ん
ぞ
仰
ぐ
可
け
ん
や   

徒
此
揖
清
芬　
　

徒
い
た
ず
らに

此
こ
に
清
芬
に
揖
す 

中
間
二
聯
に
お
い
て
、
孟
浩
然
の
官
途
を
棄
て
て
隠
棲
し
、
花
月
に
酒
を
楽
し
む
長
老
と
し

て
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
襄
陽
の
名
士
で
あ
り
先
輩
の
孟
浩
然
へ
の
敬
愛
も
あ
ろ
う
、
そ

の
姿
の
描
写
は
実
際
を
離
れ
て
理
想
的
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
も
う
少
し
く
具
体
性
を
も
っ
た
描
写
も
見
ら
れ
る
。「
贈
參
寥
子
」（
同
右
）
を
掲
げ

る
。

白
鶴
飛
天
書　
　

白
鶴　

天
書
を
飛
ば
し

南
荊
訪
高
士　
　

南
荊　

高
士
を
訪
ぬ

五
雲
在
峴
山　
　

五
雲　

峴
山
に
在
り

果
得
參
寥
子　
　

果
し
て
参
寥
子
を
得
た
り

骯
髒
辭
故
園　
　

骯こ
う

髒そ
う

と
し
て
故
園
を
辞
し

昂
藏
入
君
門　
　

昂
藏
と
し
て
君
門
に
入
る

天
子
分
玉
帛　
　

天
子
は
玉
帛
を
分
か
ち

百
官
接
話
言　
　

百
官
は
話
言
に
接
す

毫
墨
時
灑
落　
　

墨
を
毫ふ

る

い
て
時
に
灑
落
た
り

探
玄
有
奇
作　
　

玄
を
探
り
て
奇
作
有
り

著
論
窮
天
人　
　

著
論
は
天
人
を
窮
め

千
春
祕
麟
閣　
　

千
春　

麟
閣
に
秘
す

長
揖
不
受
官　
　

長
揖
し
て
官
を
受
け
ず

拂
衣
歸
林
巒　
　

衣
を
払
い
て
林
巒
に
帰
る

余
亦
去
金
馬
、
藤
蘿
同
所
歡
。
相
思
在
何
處
、
挂
樹
青
雲
端
。

孟
浩
然
に
も
「
贈
道
士
參
寥
」（
巻
一
六
〇
）
が
あ
り
、
右
の
詩
中
に
も
襄
陽
の
「
峴
山
」

の
名
が
見
え
、
ま
た
王
琦
が
「
參
寥
子
、
當
時
逸
士
。
其
姓
名
無
考
。
蓋
取
莊
子
之
説
以
爲

號
也
。」（『
李
太
白
文
集
』
巻
九
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
孟
浩
然
と
同
郷
の
隠
士
で
あ
っ
た

ろ
う
。
皇
帝
の
招
き
に
応
じ
て
都
に
上
り
、
そ
の
才
能
を
示
し
な
が
ら
も
、
官
を
受
け
ず
に

帰
っ
た
と
の
経
歴
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
現
実
と
し
て
は
、「
終
南
捷
径
」
の
よ
う
な
か
た

ち
で
都
に
召
さ
れ
た
が
、
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
皇

帝
や
中
央
政
府
は
野
に
遺
賢
あ
る
こ
と
を
い
わ
ば
失
態
と
考
え
た
の
で
あ
り
、
隠
者
を
し
き

り
に
探
し
て
は
招
聘
し
た
が
、
隠
者
の
方
も
低
く
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
駆
け
引

き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
結
果
と
し
て
仕
官
は
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
こ
の

よ
う
な
隠
士
は
あ
ま
た
存
在
し
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
生
態
の
一
端
を
伝
え
て
く
れ
る
作
品

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
「
秋
浦
歌
十
七
首
」
其
十
六
（
巻
一
六
七
）
を
掲
げ
る
。

秋
浦
田
舍
翁　
　

秋
浦　

田
舎
の
翁

採
魚
水
中
宿　
　

魚
を
採
り
て　

水
中
に
宿
す

妻
子
張
白
鷴　
　

妻
子
は
白
鷴か

ん

を
張
り

結

映
深
竹　
　

結
び
し
し
よ

は
深
竹
に
映
ず

こ
の
「
翁
」
を
隠
士
（
士
人
階
級
）
と
確
定
は
で
き
な
い
が
「
田
舍
」
と
あ
り
、
李
白
が
訪

ね
た
相
手
で
あ
り
、
李
白
と
対
等
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
士
人
あ
る
い
は
そ
れ
に
近

い
人
物
が
後
半
生
の
杜
甫
が
農
業
を
し
た
よ
う
に
、
漁
業
を
営
ん
で
る
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
の
人
々
の
生
活
を
伝
え
る
一
首
で
は
あ
る
。

　

李
白
詩
に
お
い
て
は
、
比
較
的
、
個
別
・
具
体
的
に
一
士
人
の
生
態
を
描
い
た
作
品
も
見

受
け
ら
れ
る
。「
贈
劉
都
使
」（
巻
一
七
〇
）
を
掲
げ
る
。

東
平
劉
公
幹　
　

 

東
平
の
劉
公
幹

南
國
秀
餘
芳　
　

 

南
国
に
余
芳
を
秀
づ

一
鳴
即
朱
紱　
　

 

一
た
び
鳴
け
ば
即
ち
朱
紱
し

五
十
佩
銀
章　
　

 

五
十
に
し
て
銀
章
を
佩お

ぶ

飮
冰
事
戎
幕　
　

 

氷
を
飲
ん
で
戎
幕
を
事
と
し

衣
錦
華
水
鄕　
　

 

錦
を
衣き

て
水
郷
に
華か
が
やく

銅
官
幾
萬
人　
　

 

銅
官　

幾
万
人

諍
訟
清
玉
堂　
　

 

諍
訟　

玉
堂
を
清
む

吐
言
貴
珠
玉　
　

 

言
を
吐
け
ば
珠
玉
よ
り
貴
く

落
筆
迴
風
霜　
　

 

筆
を
落
と
せ
ば
風
霜
を
迴
ら
す
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而
我
謝
明
主　
　

 

而
る
に
我
は
明
主
に
謝
し

銜
哀
投
夜
郎　
　

 

哀
し
み
を
銜
ん
で
夜
郎
に
投
ぜ
ら
る

歸
家
酒
債
多　
　

 

家
に
帰
り
て
酒
債
多
く

門
客
粲
成
行　
　

 

門
客　

粲
と
し
て
行
を
成
す

高
談
滿
四
座　
　

 

高
談　

四
座
に
満
ち

一
日
傾
千
觴　
　

 

一
日　

千
觴
を
傾
く

所
求
竟
無
緒　
　

 

求
む
る
所
は
竟
に
緒
無
く

裘
馬
欲
摧
藏　
　

 

裘
馬　

摧
藏
せ
ん
と
欲
す

主
人
若
不
顧　
　

 
主
人　

若
し
顧
み
ざ
れ
ば

明
發
釣
滄
浪　
　

 
明
発　

滄
浪
に
釣
ら
ん

劉
都
使
を
劉
楨
に
喩
え
て
そ
の
詩
文
の
才
を
褒
め
た
あ
と
、
彼
の
出
世
の
経
歴
と
「
銅
官
」

（
銅
を
産
出
す
る
町
の
役
所
）
の
あ
る
町
で
そ
の
政
治
的
才
能
と
文
才
を
発
揮
し
て
い
る
こ

と
を
讃
え
て
い
る
。
詩
の
最
後
に
李
白
が
劉
に
援
助
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
を
称
賛

す
る
表
現
が
続
く
の
は
当
然
で
は
あ
る
が
、
そ
の
称
賛
の
言
辞
が
、
劉
の
経
歴
に
即
し
た
も

の
で
あ
り
、
ま
た
地
方
長
官
と
し
て
活
躍
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

後
半
は
、
李
白
の
現
況
を
描
く
自
述
の
部
分
と
な
る
。
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
部
分
に

作
品
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。「
摧
藏
」
は
隠
す
、「
明
發
」
は
夜
明
け
方
。
安
史
の
乱
の

中
に
な
あ
っ
て
永
王
璘
に
荷
担
し
流
罪
を
受
け
た
以
後
の
現
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
罪
を

赦
さ
れ
て
後
も
、
酒
を
あ
お
る
よ
う
に
飲
み
、
多
く
の
仲
間
達
と
談
論
活
発
で
あ
る
李
白
の

生
態
は
、
生
活
資
金
に
関
し
て
な
ど
如
何
に
し
て
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
興
味
深
い
問

題
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
杜
甫
の
貧
窮
を
嘆
く
自
述
詩
と
の
違
い
は
、
や
は
り
そ
の
経
済
的

な
条
件
が
大
き
な
背
景
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
李
白
詩
の
場
合
は
、
特
殊
な
事
例
で

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
当
時
の
士
人
の
生
態
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
李
白
の
自
述
詩
を
掲
げ
る
。「
留
別
廣
陵
諸
公
」（
巻
一
七
四
）
で
あ
る
。

憶
昔
作
少
年　
　

憶
う　

昔　

少
年
作た

り
し
と
き

結
交
趙
與
燕　
　

交
り
を
結
ぶ　

趙
と
燕
と

金
羈
絡
駿
馬　
　

金
羈　

駿
馬
に
絡つ

な

ぎ

錦
帶
橫
龍
泉　
　

錦
帯　

龍
泉
を
横
た
う

寸
心
無
疑
事　
　

寸
心　

疑
う
事
無
く

所
向
非
徒
然　
　

向
う
所　

徒
然
た
る
に
非
ず

晚
節
覺
此
疏　
　

晚
節　

此
の
疏
な
る
を
覚
え

獵
精
草
太
玄　
　

精
を
猟
し
て
太
玄
を
草
す

空
名
束
壯
士　
　

空
名　

壮
士
を
束
ね

薄
俗
棄
高
賢　
　

薄
俗　

高
賢
を
棄
つ

中
回
聖
明
顧　
　

中
ご
ろ
聖
明
の
顧
を
回
ら
し

揮
翰
凌
雲
煙　
　

翰
を
揮
い
て
雲
煙
を
凌
ぐ

騎
虎
不
敢
下　
　

虎
に
騎の

り
て
敢
え
て
下
り
ず

攀
龍
忽
墮
天　
　

龍
に
攀
づ
る
も
忽
ち
天
よ
り
堕
つ

還
家
守
清
眞　
　

家
に
還
り
て
清
真
を
守
り

孤
潔
勵
秋
蟬　
　

孤
潔　

秋
蝉
に
励
ま
さ
る

鍊
丹
費
火
石　
　

錬
丹　

火
石
を
費
や
す

採
藥
窮
山
川　
　

薬
を
採
り
て
山
川
を
窮
め

臥
海
不
關
人　
　

海
に
臥
し
て
人
に
関
わ
ら
ず

租
税
遼
東
田　
　

租
税　

遼
東
の
田

乘
興
忽
復
起　
　

興
に
乗
り
て
忽
ち
復
た
起
ち

棹
歌
溪
中
船　
　

棹
歌
す　

渓
中
の
船

臨
醉
謝
葛
強　
　

酔
に
臨
ん
で
葛
強
に
謝
し

山
公
欲
倒
鞭　
　

山
公　

鞭
を
倒

さ
か
さ
まに
せ
ん
と
欲
す

狂
歌
自
此
別　
　

狂
歌
し
て
此
れ
よ
り
別
れ

垂
釣
滄
浪
前　
　

釣
を
滄
浪
の
前
に
垂
れ
ん

第
四
句
目
の
「
龍
泉
」
は
宝
剣
の
名
前
。
若
く
し
て
任
侠
の
世
界
に
入
り
充
実
し
た
日
々
を

お
く
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
悔
い
改
め
て
勉
学
に
励
ん
だ
が
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
玄
宗
皇
帝
に
認
め
ら
れ
て
長
安
で
活
躍
し
た
が
追
放
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
仙
道
や

薬
な
ど
を
探
求
し
脱
俗
的
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自
伝
的
に
綴
ら
れ
て
い
く
。

練
丹
や
採
薬
な
ど
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た
隠
士
の
生
活
を
描
い
て
い
る
こ
と
と
共
に
興
味
が

持
た
れ
る
の
は
「
租
税
遼
東
田
」
で
あ
る
。
こ
の
句
は
お
そ
ら
く
、
遼
東
に
あ
る
李
白
の
田

地
か
ら
上
が
る
年
貢
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
、
そ
れ
で
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う（

（（
（

。
中
下
級
の
士
人
達
が
土
地
を
所
有
し
、
そ
れ
を
生
活
の
経
済
的
基
盤
に
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
興
味
深
い
詩
句
で
あ
る
。

　

総
じ
て
李
白
の
士
人
描
写
は
、
隠
者
の
姿
を
描
く
こ
と
に
新
た
な
世
界
を
広
げ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
自
述
詩
は
李
白
自
身
の
実
際
の
生
活
に
比
較
的
近
い
状
況
を
反
映
し
た
も
の
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で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

盛
唐
詩
人
に
つ
い
て
は
、
以
上
に
掲
げ
た
詩
人
の
ほ
か
に
は
、
後
に
論
ず
る
杜
甫
を
除
き
、

高
適
や
岑
参
を
検
討
し
て
お
き
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
適
は
初
め
て
の
仕
官
が
五
十
歳
と
失
意

の
期
間
が
長
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
官
途
に
お
い
て
不
遇
の
人
物
へ
の
共
感
が
そ
の
詩
に

多
く
見
ら
れ
る
。「
宋
中
遇
劉
書
記
有
別
」（
巻
二
一
二
）
を
掲
げ
る
。

何
代
無
秀
才　
　

何
れ
の
代
か
秀
才
無
か
ら
ん

高
門
生
此
才　
　

高
門　

此
の
才
を
生
む

森
然
睹
毛
髮　
　

森
然
た
る
毛
髪
を
睹
れ
ば

若
見
河
山
來　
　

河
山
の
来
た
る
を
見
る
が
若
し

幾
載
困
常
調　
　

幾
載　

常
調
に
苦
し
み

一
朝
時
運
催　
　

一
朝　

時
運
催う

な
がす

白
身
謁
明
主　
　

白
身　

明
主
に
謁
し

待
詔
登
雲
臺　
　

待
詔　

雲
台
に
登
る

相
逢
梁
宋
間
、
與
我
醉
蒿
萊
。
塞
楚
眇
千
里
、
雪
天
晝
不
開
。
末
路
終
離
別
、
不
能
強

悲
哀
。
男
兒
爭
富
貴
、
勸
爾
莫
遲
迴
。

劉
書
記
の
官
僚
試
験
に
お
け
る
躓
き
が
具
体
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
常
調
」
は
、
こ
の
詩
に
お
い
て
は
通
常
の
コ
ー
ス
の
科
挙
だ
と
思
わ
れ
る
。「
高
門
」
の

「
秀
才
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
郷
試
は
合
格
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
白
身
」
と

あ
る
の
で
礼
部
試
に
は
、
何
年
も
及
第
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
白
身
」
の
二
句

は
、
皇
帝
が
特
別
に
行
な
う
制
科
の
受
験
の
機
会
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

作
品
の
後
半
か
ら
考
え
る
に
、
合
格
は
か
な
わ
ず
、
い
ず
れ
か
節
度
使
の
「
書
記
」
の
職
に

就
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
科
挙
に
合
格
で
き
な
い
、
合
格
し
て
職
を
得
て

も
任
期
終
了
後
に
次
の
職
を
得
る
の
に
待
選
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
次
の
職
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
士
人
た
ち
の
多
く
が（

（（
（

、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
た
め
に
節
度
使
の

幕
僚
と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
詩
は
、
そ
の
生
態
を
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
資
料
と
し
て
も
興

味
深
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
森
然
」
の
二
句
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
頭
髪
が
通
常
よ
り
は
か

な
り
多
い
特
徴
的
な
姿
（
い
わ
ゆ
る
天
然
パ
ー
マ
か
も
し
れ
な
い
）
を
描
い
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　

次
に
「
別
從
甥
萬
盈
」（
巻
二
一
四
）
を
掲
げ
る

諸
生
曰
萬
盈　
　

諸
生
曰
く　

万
盈
は

四
十
乃
知
名　
　

四
十
に
し
て
乃
ち
名
を
知
ら
る
と

宅
相
予
偏
重　
　

宅
相　

予　

偏
重
し

家
丘
人
莫
輕　
　

家
丘　

人　

軽
ん
ず
る
無
か
れ

美
才
應
自
料　
　

美
才　

応
に
自
ら
料
る
べ
し

苦
節
豈
無
成　
　

苦
節　

豈
に
成
る
無
か
ら
ん
や

莫
以
山
田
薄　
　

山
田
の
薄
き
を
以
て

今
春
又
不
耕　
　

今
春　

又
た
耕
さ
ざ
る
莫
か
れ

「
宅
相
」
は
外
甥
、「
家
丘
」
の
丘
は
孔
丘
で
、
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
君
子
を
言
う
。

末
二
句
か
ら
、
万
盈
は
山
に
少
し
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
貧
窮
の
部
類
に
属
す
る
士
人
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
苦
節
の
期
間
が
長
く
四
十
に
し
て

は
じ
め
て
他
の
士
人
に
並
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

高
適
は
弔
詞
に
お
い
て
も
、
生
前
不
遇
の
知
識
人
の
生
態
を
鋭
く
抉
る
。「
哭
單
父
梁
九

少
府
」（
巻
二
一
二
）
を
掲
げ
る
。

開
篋
淚
沾
臆　
　

篋
を
開
き
て
涙
臆
を
沾う

る
おす
は 

見
君
前
日
書　
　

君
の
前
日
の
書
を
見
れ
ば
な
り 

夜
臺
今
寂
寞　
　

夜
台　

今　

寂
寞
と
し
て

獨
是
子
雲
居　
　

独
り
是
れ
子
雲
の
居
な
り

疇
昔
探
雲
奇
、
登
臨
賦
山
水
。
同
舟
南
浦
下
、
望
月
西
江
裏
。
契
闊
多
別
離
、
綢
繆
到

生
死
。
九
原
卽
何
處
、
萬
事
皆
如
此
。

晉
山
徒
峨
峨　
　

晋
山　

徒
ら
に
峨
峨
た
り 

斯
人
已
冥
冥　
　

斯
の
人　

已
に
冥
冥
た
り 

常
時
祿
且
薄　
　

常
時　

禄
且
つ
薄
く 

歿
後
家
復
貧　
　

歿
後　

家
復
た
貧
し 

妻
子
在
遠
道　
　

妻
子　

遠
道
に
在
り 

弟
兄
無
一
人　
　

弟
兄　

一
人
も
無
し 

十
上
多
苦
辛　
　

十
上　

苦
辛
多
く 

一
官
恆
自
哂　
　

一
官　

恒
に
自
ら
哂わ
ら

う 

青
雲
將
可
致　
　

青
雲　

将
に
致
す
可
き
に 

白
日
忽
先
盡　
　

白
日　

忽
ち
先
に
尽
く 

唯
有
身
後
名　
　

唯
だ
身
後
の
名
有
り
て 

空
留
無
遠
近　
　

空
し
く
留
ま
り
て
遠
近
無
し 

「
常
時
」
以
下
、
梁
九
の
不
遇
の
人
生
が
追
悼
さ
れ
る
。「
十
上
」
「
一
官
」
の
句
か
ら
、
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梁
は
難
度
も
科
挙
に
落
第
し
、
お
そ
ら
く
生
前
「
單
父
」
の
「
少
府
（
県
尉
）」
に
就
い
た

だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。
生
前
の
俸
禄
は
少
な
く
、
死
後
の
貯
え
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
妻
子

在
遠
道
」
と
あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
家
族
を
遠
い
郷
里
に
残
し
て
ひ
と
り
任
地
で
暮
ら
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
頼
り
に
な
る
兄
弟
も
お
ら
ず
、
も
し
か
す
れ
ば
葬
儀
も
親
族
以
外
の

人
物
が
執
り
行
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
「
哭
裴
少
府
」（
同
右
）
も
下
級
の
地
方

官
僚
の
不
遇
を
弔
う
。

世
人
誰
不
死　
　

世
人　

誰
か
死
せ
ざ
ら
ん

嗟
君
非
生
慮　
　

嗟あ
あ　

君　

生
慮
非
ず

扶
病
適
到
官　
　

病
を
扶
し
て
適ま

さ

に
官
に
到
り

田
園
在
何
處　
　

田
園
は
何
処
に
か
在
る

公
才
羣
吏
感　
　

公
才
は
群
吏
を
感
ぜ
し
め

葬
事
他
人
助　
　

葬
事
は
他
人
の
助
く
る
な
り

余
亦
未
識
君　
　

余
も
亦
た
未
だ
君
を
識
ら
ず

深
悲
哭
君
去　
　

深
く
悲
し
み
て
君
の
去
る
を
哭
す

「
非
生
慮
」
は
生
計
の
心
配
が
な
い
こ
と
で
死
去
を
意
味
す
る
。「
扶
病
」
の
句
は
、
官
職

を
得
た
と
き
に
は
已
に
病
身
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
葬
事
」
の
句
、
葬
儀

が
親
族
以
外
の
人
た
ち
の
援
助
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
な
し
得
た
こ
と
が
わ
か
る
。
家
庭
を
な

し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
高
適
に
と
っ
て
は
そ
の
郷
里
も
知
ら
な
い
（
田
園
在

何
處
）
面
識
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
が
、
薄
官
の
士
人
の
貧
窮
の
生
態
を
伝
え
て
い
る
。

　

上
記
の
作
品
の
よ
う
に
不
遇
に
苦
し
む
士
人
で
は
な
い
が
処
士
の
生
態
を
伝
え
る
作
品
と

し
て
「
送
郭
處
士
往
萊
蕪
兼
寄
苟
山
人
」（
巻
二
一
三
）
が
あ
る
。

君
爲
東
蒙
客　
　
　
　

君
は
東
蒙
の
客
と
為
り

往
來
東
蒙
畔　
　
　
　

東
蒙
の
畔
に
往
来
す   

雲
臥
臨
嶧
陽　
　
　
　

雲
臥
し
て
嶧
陽
に
臨
み   

山
行
窮
日
觀　
　
　
　

山
行
し
て
日
観
を
窮
む   

少
年
詞
賦
皆
可
聽　
　

少
年
の
詞
賦　

皆　

聴
く
可
し

秀
眉
白
面
風
清
冷　
　

秀
眉
の
白
面　

風　

清
冷
た
り

身
上
未
曾
染
名
利　
　

身
上　

未
だ
曽
て
名
利
に
染
ま
ら
ず

口
中
猶
未
知
膻
腥　
　

口
中　

猶
お
未
だ
膻
腥
を
知
ら
ず

今
日
還
山
意
無
極　
　

今
日　

山
に
還
る　

意　

極
ま
り
無
し

豈
辭
世
路
多
相
識　
　

豈
に
世
路
に
相
識
多
き
辞
す
る

歸
見
萊
蕪
九
十
翁　
　

帰
り
て
萊
蕪
の
九
十
の
翁
に
見ま

み

え

爲
論
別
後
長
相
憶　
　

為
に
論
ぜ
よ　

別
後
長
く
相
い
憶
う
を

世
に
出
る
準
備
と
し
て
学
問
を
受
け
る
た
め
に
苟
山
人
の
許
に
行
こ
う
と
す
る
年
齢
の
若
い

郭
処
士
に
、
高
適
が
紹
介
の
労
を
と
っ
た
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。
青
年
の
士
人
が
官
途
に

就
く
前
の
生
態
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
青
年
は
、「
身
上
未
曾
染
名
利
、
口

中
猶
未
知
膻
腥
。」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
世
間
の
厳
し
さ
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
下
句
は
、

ま
だ
酸
い
も
甘
い
も
か
み
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
な

ら
ば
面
白
い
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

高
適
は
他
者
の
姿
の
描
写
に
比
較
的
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
な
作
品
も
残
し

て
い
る
。「
寄
宿
田
家
」（
同
右
）
を
掲
げ
る
。

田
家
老
翁
住
東
陂　
　

田
家
の
老
翁
は
東
陂
に
住
み 

説
道
平
生
隱
在
茲　
　

説い

道う

な
ら
く　

平
生
よ
り
隠
れ
て
茲
こ
に
在
り
と 

鬢
白
未
曾
記
日
月　
　

鬢
白
し
く
て　

未
だ
曽
て
日
月
を
記
さ
ず 

山
青
毎
到
識
春
時　
　

山
青
の
到
る
毎
に　

春
の
時
を
識
る 

門
前
種
柳
深
成
巷　
　

門
前　

柳
を
種
え　

深
く
巷
を
成
し 

野
谷
流
泉
添
入
池　
　

野
谷　

流
泉　

添
え
て
池
に
入
る 

牛
壯
日
耕
十
畝
地　
　

牛
は
壮
ん
に
し
て
日
に
十
畝
の
地
を
耕
し 

人
閒
常
掃
一
茅
茨　
　

人
は
間
に
し
て
常
に
一
つ
の
茅
茨
を
掃
く 

客
來
滿
酌
清
尊
酒　
　

客
来
た
れ
ば
清
尊
の
酒
を
満
酌
し 

感
興
平
吟
才
子
詩　
　

感
興
れ
ば
才
子
の
詩
を
平
吟
す 

巖
際
窟
中
藏
鼴
鼠　
　

巌
際
の
窟
中
に
鼴
鼠
蔵
れ

潭
邊
竹
里
隱
鸕
鶿　
　

潭
辺
の
竹
里
に
鸕
鶿
隠
る

村
墟
日
落
行
人
少
、
醉
後
無
心
怯
路
岐
。
今
夜
只
應
還
寄
宿
、
明
朝
拂
曙
與
君
辭
。

「
田
家
」
「
牛
壯
日
耕
十
畝
地
」
と
あ
り
「
感
興
平
吟
才
子
詩
」
と
あ
る
の
で
、「
翁
」
は

い
わ
ゆ
る
非
識
字
層
の
農
民
で
は
な
く
、
荘
園
を
経
営
す
る
士
人
で
あ
ろ
う
。「
門
前
」
の

二
句
で
そ
の
荘
園
の
様
子
が
比
較
的
具
体
的
描
か
れ
て
い
る
。
隠
士
的
に
形
象
化
さ
れ
た
田

家
翁
の
姿
の
部
分
も
あ
る
が
、
高
適
が
出
会
っ
た
一
人
の
翁
を
具
象
的
に
描
い
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
特
に
「
牛
壯
」
の
句
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
表
現
さ
れ
て
な
か
っ
た
農
耕
の
様

子
を
描
い
て
お
り
注
目
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

他
者
の
描
写
に
示
さ
れ
た
高
適
の
視
線
は
、
そ
の
ま
ま
自
己
に
も
向
け
ら
れ
た
。
高
適
の

自
述
詩
を
掲
げ
る
。「
別
韋
參
軍
」（
同
右
）
で
あ
る
。
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二
十
解
書
劍　
　
　
　

二
十
に
し
て
書
剣
を
解
し   

西
遊
長
安
城　
　
　
　

西
の
か
た
長
安
城
に
遊
ぶ   

擧
頭
望
君
門　
　
　
　

頭
を
挙
げ
て
君
門
を
望
み   

屈
指
取
公
卿　
　
　
　

指
を
屈
し
て
公
卿
を
取
ら
ん
と
す   

國
風
沖
融
邁
三
五　
　

国
風
の
沖
融
た
る
こ
と　

三
五
を
邁こ

え

朝
廷
歡
樂
彌
寰
宇　
　

朝
廷
の
歓
楽　

寰
宇
に
弥あ

ま
ねし

白
璧
皆
言
賜
近
臣　
　

白
璧　

皆
言
う
近
臣
に
賜
わ
る
と

布
衣
不
得
干
明
主　
　

布
衣　

明
主
に
干
す
る
を
得
ず

歸
來
洛
陽
無
負
郭　
　

洛
陽
に
帰
り
来
た
り
て
負
郭
無
く

東
過
梁
宋
非
吾
土　
　

東
の
か
た
梁
宋
に
過よ

ぎ
る
も
吾
が
土
に
は
非
ず

兔
苑
爲
農
歳
不
登　
　

兔
苑　

農
を
為
す
も　

歳み
の
り　

登み
の

ら
ず

雁
池
垂
釣
心
長
苦　
　

雁
池　

釣
を
垂
れ　

心　

長つ
ね

に
苦
し
む

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

斉
言
で
は
な
く
楽
府
的
な
物
語
的
な
色
調
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
高
適
が
自
負
を
砕
か
れ
失
意

の
う
ち
に
布
衣
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
様
子
が
自
伝
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
次
の
封
丘
県
の

県
尉
と
な
っ
た
「
封
丘
作
」（
同
右
）
で
は
、
よ
り
実
際
に
即
し
た
下
級
官
吏
の
生
活
が
具

体
的
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

我
本
漁
樵
孟
諸
野　
　

我
は
本
と
孟
諸
の
野
に
漁
樵
し          

一
生
自
是
悠
悠
者　
　

一
生　

自
ら
是
れ
悠
悠
た
る
者
な
り　
　

  

乍
可
狂
歌
草
澤
中　
　

乍む
し

ろ
草
沢
の
中
に
狂
歌
す
可
き
も　
　
　
　

寧
堪
作
吏
風
塵
下　
　

寧な
ん

ぞ
風
塵
の
下
に
吏
と
作な

る
に
堪
え
ん
や  

祗
言
小
邑
無
所
爲　
　

祇た

だ　

小
邑　

為
す
所
無
し
と
言お
も

え
ど
も  

公
門
百
事
皆
有
期　
　

公
門　

百
事　

皆
期
有
り　
　
　
　
　
　

  

拜
迎
官
長
心
欲
碎　
　

官
長
を
拝
迎
し
て　

心
碎
け
ん
と
欲
し　
　

鞭
撻
黎
庶
令
人
悲　
　

黎
庶
を
鞭
撻
し
て
人
を
し
て
悲
し
ま
し
む  

歸
來
向
家
問
妻
子　
　

帰
り
来
た
り
て
家
に
向お

い
て
妻
子
に
問
え
ば

擧
家
盡
笑
今
如
此　
　

家
を
挙
げ
て
尽
く
笑
う　

今
は
此か

く
の
如
し
と

生
事
應
須
南
畝
田
、
世
情
付
與
東
流
水
。
夢
想
舊
山
安
在
哉
、
爲
銜
君
命
且
遲
迴
。
乃

知
梅
福
徒
爲
爾
、
轉
憶
陶
潛
歸
去
來
。

下
級
官
僚
と
し
て
の
、
期
待
に
反
し
て
の
よ
ろ
ず
期
限
に
逐
わ
れ
る
繁
忙
な
勤
務
、
屈
辱
的

な
行
為
、
民
衆
に
鞭
打
つ
悲
哀
を
高
適
の
実
際
の
役
人
生
活
に
即
し
て
描
写
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
ま
た
「
歸
來
」
の
二
句
は
、
高
適
の
グ
チ
と
そ
れ
に
笑
っ
て
対
応
す
る
妻
と
家
族

の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
さ
え
あ
る
。

　

総
じ
て
高
適
は
、
士
人
の
不
遇
と
い
う
視
点
か
ら
、
共
感
的
に
他
者
を
描
き
、
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
自
己
描
写
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
節
最
後
に
、
高
適
と
と
も
に
辺
塞
詩
に
優
れ
た
作
品
を
残
し
た
と
評
価
さ
れ
る
岑
参
を

見
て
み
る
。
岑
参
も
他
者
の
士
人
の
経
歴
に
関
心
を
持
っ
た
描
写
を
行
な
っ
て
い
る
。「
送

張
祕
書
充
劉
相
公
通
汴
河
判
官
便
赴
江
外
覲
省
」（
巻
一
九
八
）
を
掲
げ
る
。

前
年
見
君
時　
　

前
年　

君
に
見あ

い
し
時

見
君
正
泥
蟠　
　

君
の
正
に
泥で

い
は
ん蟠
な
る
を
見
る

去
年
見
君
處　
　

去
年　

君
に
見
い
し
処と

き

見
君
已
風
搏　
　

君
の
已
に
風
搏
な
る
を
見
る

朝
趨
赤
墀
前　
　

朝
に
赤
墀
の
前
を
趨
り

高
視
青
雲
端　
　

高
く
青
雲
の
端
を
視
る

新
登
麒
麟
閣　
　

新
た
に
麒
麟
の
閣
に
登
り

適
脱
獬
豸
冠　
　

適ま
さ

に
獬か
い

豸ち

の
冠
を
脱
ぐ

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

昨
夜
動
使
星　
　

昨
夜　

使
星
動
き

今
旦
送
征
鞍　
　

今
旦　

征
鞍
を
送
る

老
親
在
呉
郡　
　

老
親　

呉
郡
に
在
り

令
弟
雙
同
官　
　

令
弟　

同
官
に
双な

ら

ぶ

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

秘
書
省
の
官
僚
で
あ
っ
た
張
な
る
人
物
が
、
劉
晏
の
属
官
と
し
て
赴
く
途
次
に
帰
省
す
る
の

を
送
っ
た
作
品
で
あ
る（

（（
（

。「
泥
蟠
」
は
不
遇
の
状
態
。「
風
搏
」
は
出
世
し
た
状
態
。
布
衣
で

あ
っ
た
張
な
る
人
物
が
み
ご
と
官
職
を
得
て
秘
書
省
の
役
人
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
、
何

ら
か
の
理
由
で
劉
晏
の
判
官
と
な
り
都
を
去
る
経
歴
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
両
親
の
健
在

で
あ
る
こ
と
、
弟
が
同
じ
官
職
に
あ
る
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

帰
郷
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
い
ま
一
首
掲
げ
る
。「
送
許
子
擢
第
歸
江
寧
拜
親
、
因
寄
王
大

昌
齡
」（
同
右
）
で
あ
る
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
… 

十
年
自
勤
學　
　

十
年　

自
ら
学
に
勤
め

一
鼓
遊
上
京　
　

一
鼓　

上
京
に
遊
ぶ
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青
春
登
甲
科　
　

青
春　

甲
科
に
登
り

動
地
聞
香
名　
　

地
を
動
か
し
て
香
名
聞
こ
ゆ

解
榻
皆
五
侯　
　

榻
を
解
く
は　

皆
な
五
侯

結
交
盡
羣
英　
　

交
わ
り
を
結
ぶ
は　

尽
く
群
英

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
… 

到
家
拜
親
時　
　

家
に
到
り
て
親
に
拝
す
る
時

入
門
有
光
榮　
　

門
に
入
り
て
光
栄
有
ら
ん

鄕
人
盡
來
賀　
　

郷
人　

尽
く
来
た
り
て
賀
し

置
酒
相
邀
迎　
　

酒
を
置
き
て
相
い
邀
迎
せ
ん

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
… 

許
な
る
人
物
が
若
く
し
て
科
挙
に
及
第
し
て
帰
省
す
る
の
を
送
る
作
品
で
あ
る
。「
甲
科
」

以
下
の
句
か
ら
、
進
士
科
の
及
第
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
待
選
を

経
て
、
官
僚
に
就
く
た
め
の
吏
部
の
試
験
に
臨
む
。
そ
の
間
の
帰
郷
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
都
は
物
価
が
高
く
、
郷
里
で
受
験
の
準
備
を
す
る
方
が
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
引
用
の
後
半
は
ま
さ
に
故
郷
に
錦
を
飾
る
様
子
が
想
像
さ
れ
て
い
る
。
長
期
間
の
勉

励
を
経
て
科
挙
に
及
第
し
、
郷
里
に
凱
旋
す
る
の
も
当
時
の
士
人
の
典
型
的
な
生
態
で
あ
り
、

そ
れ
を
活
写
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

次
に
、
官
僚
と
な
っ
た
の
ち
の
士
人
の
経
歴
を
描
い
た
作
品
を
掲
げ
る
。「
送
張
獻
心
充

副
使
歸
河
西
雜
句
」（
巻
一
九
九
）
で
あ
る
。

將
門
子
弟
君
獨
賢　
　

将
門
の
子
弟　

君　

独
り
賢
な
り 

一
從
受
命
常
在
邊　
　

一
た
び
命
を
受
け
て
従よ

り
常
に
辺
に
在
り 

未
至
三
十
已
高
位　
　

未
だ
三
十
に
至
ら
ざ
る
に
已
に
高
位 

腰
間
金
印
色
赭
然　
　

腰
間
の
金
印　

色　

赭
然
た
り 

前
日
承
恩
白
虎
殿　
　

前
日　

恩
を
白
虎
殿
に
承
け 

歸
來
見
者
誰
不
羨　
　

帰
り
来
た
り
て　

見
る
者　

誰
か
羨
ま
ざ
ら
ん 

篋
中
賜
衣
十
重
餘　
　

篋
中
の
賜
衣
は
十
重
余 

案
上
軍
書
十
二
卷　
　

案
上
の
軍
書
は
十
二
巻 

看
君
謀
智
若
有
神　
　

君
の
謀
智
の
神
有
る
が
若
き
を
見 

愛
君
詞
句
皆
清
新　
　

君
の
詞
句
の
皆
な
清
新
な
る
を
愛
す 

…
…
…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…
…
…

張
献
心
な
る
人
物
が
、
都
に
お
い
て
節
度
副
使
の
正
式
の
任
命
を
受
け
て
、
河
西
の
幕
府
に

帰
る
の
を
送
っ
た
作
品
で
あ
る
。「
將
門
」
と
あ
る
か
ら
武
官
の
一
族
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
西
域
に
お
け
る
吐
蕃
な
ど
異
民
族
と
の
戦
闘
が
盛
ん
で
あ
っ
た
盛
唐
期
に
お
い
て
、
武

官
の
出
世
は
早
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
官
・
文
人
の
経
歴
以
外
に
も
、
詩
人
達
の
視
線
が

向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

岑
参
は
他
の
詩
人
と
同
様
、
不
遇
の
士
人
の
姿
も
描
い
て
い
る
。「
梁
州
對
雨
懷
麴
二
秀

才
便
呈
麴
大
判
官
時
疾
贈
余
新
詩
」（
巻
一
九
八
）
を
掲
げ
る
。

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

麴
生
住
相
近　
　

麴
生　

住
む
こ
と
相
い
近
き
に

言
語
阻
且
乖　
　

言
語　

阻
ま
れ
且
つ
乖は

な

る

臥
疾
不
見
人　
　

疾
に
臥
し
て
人
に
見あ

わ
ず

午
時
門
始
開　
　

午
時　

門　

始
め
て
開
く

終
日
看
本
草　
　

終
日　

本
草
を
看
て

藥
苗
滿
前
階　
　

薬
苗　

前
階
に
満
つ

兄
弟
早
有
名　
　

兄
弟　

早
く
名
有
り

甲
科
皆
秀
才　
　

甲
科　

皆
な
秀
才

二
人
事
慈
母　
　

二
人　

慈
母
に
事
え

不
弱
古
老
萊　
　

古
の
老
萊
に
弱お

と

ら
ず

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

「
麹
生
」
は
麹
大
・
麹
二
の
兄
弟
の
う
ち
兄
の
麹
判
官
で
あ
る
。
兄
弟
と
も
に
進
士
科
に
及

第
し
て
お
り
、
麹
大
が
病
の
床
に
伏
せ
っ
て
い
る
こ
と
、
二
兄
弟
は
親
孝
行
で
著
名
な
な
古

の
老
萊
子
に
劣
ら
な
い
孝
行
を
母
に
し
て
い
る
こ
と
が
点
描
さ
れ
る
。
二
兄
弟
は
不
遇
と
ま

で
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
弟
の
呼
称
が
「
秀
才
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
官
僚
と
は

な
っ
て
お
ら
ず
、
兄
も
「
判
官
」
ど
ま
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
輝
か
し
い
経
歴
と
は

言
え
な
い
。
お
そ
ら
く
麹
大
も
こ
の
時
に
は
官
職
を
離
れ
、
兄
弟
二
人
、
実
家
の
母
の
も
と

に
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
父
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
決

し
て
豊
か
な
生
活
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
品
は
、
右
の
よ
う
な
生
活
を
す
る

兄
弟
士
人
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
新
し
さ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
引
用

冒
頭
「
麴
生
」
の
二
句
は
、
近
所
に
住
ん
で
い
な
が
ら
つ
き
あ
い
が
さ
ほ
ど
親
密
で
は
な
い

こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
身
近
な
日
常
を
描
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
「
北
庭
貽
宗
學
士
道
別
」（
同
右
）
を
掲
げ
る
。

萬
事
不
可
料　
　

万
事　

料
る
可
か
ら
ず
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歎
君
在
軍
中　
　

君
の
軍
中
に
在
る
を
歎
ず

讀
書
破
萬
卷　
　

書
を
読
み
て
万
巻
を
破
る
に

何
事
來
從
戎　
　

何
事
ぞ　

来
た
り
て
戎
に
従
う

曾
逐
李
輕
車　
　

曽
て
は
李
軽
車
を
逐
い

西
征
出
太
蒙　
　

西
征
し
て
太
蒙
を
出
づ

荷
戈
月
窟
外　
　

戈
を
月
窟
の
外
に
荷に

な

い

擐
甲
崑
崙
東　
　

甲
を
崑
崙
の
東
に
擐ま

と

う

兩
度
皆
破
胡　
　

両
度　

皆
な
胡
を
破
る
も

朝
廷
輕
戰
功　
　

朝
廷　

戦
功
を
軽
ん
ず

十
年
祗
一
命　
　

十
年　

祗た

だ
一
命

萬
里
如
飄
蓬　
　

万
里　

飄
蓬
の
如
し

容
鬢
老
胡
塵　
　

容
鬢　

胡
塵
に
老
い

衣
裘
脆
邊
風　
　

衣
裘　

辺
風
に
脆も

ろ

し

忽
來
輪
臺
下　
　

忽
ち
輪
台
の
下
に
来
た
り

相
見
披
心
胸　
　

相
い
見あ

い
て
心
胸
を
披
く

飮
酒
對
春
草　
　

酒
を
飲
み
て
春
草
に
対
し

彈
棋
聞
夜
鐘　
　

棋
を
弾は

じ

い
て
夜
鐘
を
聞
く

…
…
…
…
…　
　

…
…
…
…
…

天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）、
岑
参
が
安
西
・
北
庭
節
度
判
官
と
し
て
、
輪
台
（
安
西
都
護
府

＝
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
庫
車
県
の
東
）
に
あ
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
。「
宗
學
士
」
と
あ
る
か
ら

に
は
、
宗
は
か
つ
て
都
で
学
士
で
あ
り
、
引
き
続
い
て
の
官
職
に
就
け
ず
、
結
局
、
文
武
に

優
れ
な
が
ら
も
十
年
で
「
一
命
」
一
度
き
り
の
官
僚
経
験
し
か
な
く
、
北
庭
ま
で
来
た
の
で

あ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
当
時
、
正
規
の
官
僚
に
な
れ
な
い
士
人
達
が
キ
ャ
リ
ア
や
生

活
の
た
め
辺
境
の
節
度
使
の
辟
召
さ
れ
て
そ
の
僚
佐
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
遇
の
士
人

達
は
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
岑
参
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
引
用
の
最
後
に
は
、
そ
う
い

う
境
遇
へ
の
共
感
が
示
さ
れ
て
い
る
。
幕
僚
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
姿
は
描
か
れ
て
い
な

い
が
、
当
時
の
士
人
の
あ
り
方
を
示
す
作
品
と
し
て
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
岑
参

自
身
に
辺
境
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
描
か
れ
た
士
人
の
姿
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
た
い
へ
ん
長
く
な
っ
た
が
、
杜
甫
と
李
頎
を
除
く
、
盛
唐
詩
人
達
の
士
人
描
写
を

紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
に
劉
長
卿
、
崔
顥
な
ど
に
注
目
さ
れ
る
作
品
が
見
ら
れ
る
が
、

紙
数
が
尽
き
た
。
総
じ
て
盛
唐
詩
人
は
、
前
代
の
士
人
達
の
成
果
を
受
け
、
よ
り
一
層
個

別
・
具
体
的
に
、
自
己
の
お
か
れ
た
環
境
に
即
し
て
、
実
際
に
近
い
士
人
達
の
姿
を
描
く
こ

と
に
興
味
を
持
ち
、
描
写
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
作

品
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
存
在
が
歴
史
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
士
人

達
の
姿
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
士
人
描
写
詩
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
李
頎
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
や

特
徴
を
持
つ
の
か
を
、
杜
甫
に
言
及
し
つ
つ
、
引
き
続
き
論
じ
て
ゆ
く
目
論
見
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
「
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
つ
い
て
（
一
）」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀

要
』
二
二
、
二
〇
一
六
年
）。

（
2
）
本
稿
で
引
用
す
る
唐
詩
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
〇
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
の
み
を
示
す
。

（
3
）
張
説
は
一
般
的
に
は
初
唐
の
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
玄
宗
と
の
強
い
関

係
よ
り
、
本
稿
で
は
、
盛
唐
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
高
木
重
俊
氏
に
『
張
説
―
玄

宗
と
と
も
に
翔
た
文
人
宰
相
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

（
4
）
陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）。
以
下
、
王
維
詩
の
制
作
時

期
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
5
）
小
川
環
樹
ほ
か
『
王
維
詩
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
年
）
の
訳
に
よ
る
。

（
6
）
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
り
、
そ
の

巻
数
を
示
す
。

（
7
）
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）。
拙
稿
「
孟
浩
然
詩
に
お

け
る
自
然
描
写
に
つ
い
て
（
上
）」
「
同
（
下
）」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀

要
』
三
・
四
、
一
九
九
七
・
八
年
）。

（
8
）
「
孟
浩
然
事
跡
考
辨
」（『
文
史
』
四
、
一
九
六
五
年
）。

（
9
）
拙
稿
「
孟
浩
然
詩
に
描
か
れ
た
都
市
に
つ
い
て
」（『
山
口
女
子
大
國
文
』
一
三
、
一

九
九
七
年
）。

（
10
）
徐
鵬
『
孟
浩
然
集
校
注
』
「
作
品
繋
年
」（
一
九
八
九
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）
に

よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
11
）
大
野
實
之
助
『
李
太
白
詩
歌
全
解
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
）
を
参

照
。

（
12
）
吏
部
の
官
吏
任
用
試
験
受
験
は
、
礼
部
試
合
格
後
、
次
年
度
以
後
（
妹
尾
達
彦
「
唐
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李頎の士人描写詩について（二）

代
の
科
挙
制
度
と
長
安
の
合
格
儀
礼
」
二
五
八
頁
、
唐
代
史
研
究
会
『
律
令
制
―
中

国
朝
鮮
の
法
と
国
家
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）
所
収
）
あ
る
い
は
通
常
三
年
後

（
平
田
茂
樹
『
科
挙
と
官
僚
制
』
八
頁
・
四
二
頁
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
に

受
験
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
槻
木
正
「
博
学
宏
詞
科
・
書
判
抜
萃
科
の
実
施
に
つ
い
て
―

「
循
資
格
」
を
手
懸
り
と
し
て
―
」
一
四
三
頁
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
三
七
―
四
、

一
九
八
七
年
）
は
「
官
途
に
身
を
置
く
あ
ら
ゆ
る
者
に
と
っ
て
待
選
は
必
須
で
あ
り
、

改
官
、
或
い
は
（
初
め
て
の
‥
川
口
補
）
任
官
に
至
る
ま
で
に
相
当
の
年
月
を
要
し
た

の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
ま
た
劉
海
峰
『
唐
代
教
育
与
選
挙
制
度
綜
論
』
第
五
章

「
唐
代
科
挙
出
身
与
銓
選
入
仕
」
一
一
〇
、
一
頁
（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
、

王
勛
成
『
唐
代
銓
選
与
文
学
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
13
）
礪
波
護
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』「
唐
の
官
制
と
官
職
」
第
三
節
「
令
外
の
官
」

（
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
14
）
岑
参
詩
の
解
釈
・
制
作
背
景
等
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
ほ
か
『
岑
嘉
州
集
』（
白

帝
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
る
。




